
石
阪
堅
壮
（
一
八
一
四
’
一
八
九
九
）
は
京
都
で
藺
方
を
学
び
、

江
戸
時
代
備
前
・
備
中
で
藺
方
医
と
し
て
活
躍
し
、
明
治
初
期
、

倉
敷
で
開
業
、
一
方
地
方
医
師
達
の
病
理
解
剖
活
動
の
中
心
人
物

と
し
て
終
始
し
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
肝
吸
虫
の
最
初
の
発
見

者
と
し
て
不
朽
の
名
を
留
め
て
い
る
。
ま
た
本
草
学
や
歴
史
に
も

造
詣
が
深
か
っ
た
。
堅
壮
が
直
接
執
筆
し
た
著
書
は
少
な
く
、
多

く
は
堅
壮
が
口
授
し
た
も
の
を
弟
子
ら
が
筆
録
し
、
堅
壮
が
校
閲
、

出
版
さ
れ
て
い
る
。
自
著
、
未
刊
本
、
そ
の
他
関
係
し
た
出
版
物

な
ど
に
つ
い
て
報
告
す
る
（
注
、
堅
壮
は
終
始
「
石
阪
」
姓
を
用
い
、

「
石
坂
」
は
用
い
て
い
な
い
。
し
か
し
養
子
惟
寛
は
多
く
「
石
坂
」
を
用

い
て
い
る
）
。

一
、
空
洞
石
阪
先
生
口
授
、
男
逸
筆
記
『
西
洋
算
壽
用
法
略
解
」
、

刊
行
年
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
が
、
養
子
逸
蔵
（
惟
寛
、
一
千
歳
）

２
石
阪
堅
壮
（
肝
吸
虫
発
見
者
）

の
著
述
に
つ
い
て

中

山

沃

の
「
例
言
』
が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
で
あ
る
。
西
洋
算
法
の
加

減
乗
除
法
の
概
略
を
教
え
た
も
の
で
、
例
言
十
二
ペ
ー
ジ
・
本

文
三
十
ペ
ー
ジ
の
小
型
本
（
縦
六
七
・
横
一
五
七
ミ
リ
）
で
あ
る
。

二
、
空
洞
先
生
閲
、
山
田
寛
輯
『
内
服
同
功
初
編
』
刊
行
年
は
印

刷
さ
れ
て
い
な
い
が
、
堅
壮
の
序
文
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、

緒
方
洪
庵
の
序
文
は
安
政
六
年
初
冬
（
十
月
）
で
あ
る
。
足
守
藩
医

山
田
寛
（
貞
順
）
は
洪
庵
と
堅
壮
の
門
人
で
、
嘉
永
三
年
正
月
の
洪

庵
の
足
守
除
痘
館
の
種
痘
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

三
、
空
洞
石
阪
先
生
閲
、
杉
生
鼎
輯
『
内
服
同
功
二
編
」
、
万
延
元

年
二
八
六
○
）
刊
行
、
安
政
六
年
晩
秋
下
淀
（
九
月
下
旬
）
の
堅

壮
の
序
文
が
あ
る
。
杉
生
鼎
（
方
策
、
揮
斎
）
は
堅
壮
の
弟
子
で
、

備
中
幕
府
旗
本
蒔
田
氏
の
侍
医
杉
生
革
斎
の
養
子
で
あ
る
。

以
上
二
書
は
「
江
戸
科
学
古
典
叢
書
』
と
し
て
復
刻
さ
れ
、
一

部
宗
田
一
氏
が
解
説
し
て
い
る
。
内
科
的
疾
患
は
内
服
薬
を
服
用

し
て
治
療
す
る
だ
け
で
な
く
、
外
用
方
法
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
堅
壮
の
考
え
に
基
づ
き
、
堅
壮
塾
で
用
い
ら
れ
た
方
法
、

薫
腸
法
・
灌
腸
法
・
エ
レ
キ
テ
ル
法
・
ガ
ル
ハ
ニ
ス
ミ
ュ
ム
法
ほ

か
多
数
の
治
療
法
が
記
さ
れ
、
師
塾
で
作
製
使
用
し
た
聴
管
（
聴
診

器
）
・
圧
絡
帯
・
静
電
気
発
生
装
置
・
抜
歯
器
な
ど
の
図
が
載
せ
ら
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れ
て
い
る
。

四
、
石
阪
堅
壮
口
授
、
神
崎
有
隣
筆
記
『
博
物
新
編
記
聞
」
上
中

下
三
冊
、
明
治
七
年
刊
行
。
序
文
は
養
子
陸
軍
二
等
軍
医
正
石
阪

惟
寛
が
同
年
十
一
月
広
島
鎮
台
で
記
し
て
い
る
。
堅
壮
の
弟
子
神

崎
有
隣
が
英
国
宣
教
医
ホ
ブ
ソ
ン
の
著
書
『
博
物
新
編
」
を
読
ん

で
、
疑
問
の
所
を
堅
壮
に
質
問
し
、
解
説
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

筆
録
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
社
友
が
謄
写
の
労
を
省
く
た
め
に
出

版
を
勧
め
、
堅
壮
も
こ
れ
を
許
し
た
も
の
で
あ
る
。
物
理
・
化
学
．

動
植
物
・
天
文
の
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。

五
、
石
阪
堅
壮
輯
『
児
島
備
州
補
伝
』
上
下
二
冊
、
明
治
十
三
年

刊
行
、
堅
壮
は
備
前
藩
主
池
田
茂
政
の
命
を
児
島
高
徳
の
事
跡
の

調
査
を
行
い
、
慶
応
四
年
「
児
島
誌
」
を
著
し
た
。
こ
れ
は
そ
の

増
補
本
で
あ
る
。

六
、
救
荒
小
品
、
未
刊
、
堅
壮
自
筆
本
（
杏
雨
書
屋
蔵
）
、
「
例
言
」

か
ら
明
治
十
八
年
に
脱
稿
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
倉
敷
県
知
事
伊

勢
氏
華
か
ら
食
料
と
な
る
植
物
の
図
を
描
き
県
庁
に
寄
付
す
る
こ

と
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
廃
県
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
筑
前
の
人

河
野
禎
蔵
が
『
農
業
花
暦
」
（
明
治
三
年
刊
）
の
校
閲
を
堅
壮
に
依
頼

し
た
時
、
堅
壮
の
図
を
こ
の
本
に
載
せ
る
承
諾
を
え
、
掲
載
し
た
。

し
か
し
十
数
種
で
あ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
増
補
を
企
図
し
た
の
で

あ
る
。
雀
麦
・
野
稗
な
ど
七
十
余
種
の
植
物
を
掲
げ
、
救
荒
時
の

調
査
法
も
記
し
て
あ
る
。

七
、
空
洞
遺
稿
、
明
治
三
十
二
年
十
二
月
刊
、
著
作
者
石
坂
堅
壮

で
、
同
年
十
月
二
十
六
日
八
十
七
歳
で
死
去
後
、
残
さ
れ
て
い
た

文
、
詩
、
和
歌
を
惟
寛
が
肖
像
、
描
い
た
風
景
画
を
添
え
て
出
版

し
た
も
の
で
あ
る
。
前
記
『
内
服
同
功
初
編
』
の
巻
末
に
、
石
阪

氏
蔵
梓
と
し
て
、
石
阪
貞
吉
遺
稿
、
義
弟
秋
朗
（
堅
壮
）
校
訂
「
貌

律
面
苦
人
身
窮
理
聿
星
、
石
阪
秋
朗
著
「
藺
算
塵
劫
記
』
一
巻
、
同

著
「
薬
性
備
要
」
写
真
図
四
巻
、
空
洞
先
生
口
授
山
田
寛
筆
記
「
和

蘭
病
名
彙
解
」
二
巻
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。

な
お
弘
文
社
社
主
と
し
て
明
治
十
一
年
発
刊
し
た
博
物
、
歴
史
雑

誌
「
好
事
雑
報
」
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。
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